
１
０
月
１
９
日
（
日
）
の
１
０
時
か
ら
、
北
赤
羽

区
民
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、
第
４
１
回
東
洋
交
通

労
働
組
合
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
議
長
に
任
命
さ
れ
た
鈴
木
正
徳
氏
と
書

記
に
任
命
さ
れ
た
高
田
知
義
氏
の
下
で
議
事
し

た
。
進
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
執
行
部
を
含
む
８
３
名
が
出
席

し
、
委
任
状
が
３
２
２
通
よ
せ
ら
れ
、
「
規
約
に

基
づ
き
第
４
１
回
大
会
が
成
立
し
て
い
る
」
事
が

鈴
木
議
長
に
よ
っ
て
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

執
行
部
を
代
表
し
て
菊
池
る
み
執
行
委
員
長

が
挨
拶
を
行
い
、
「昨
年
の
第
３
９
回
大
会
で
『未

収
金
手
数
料
５
％
の
撤
廃
と
賃
金
改
定
』が
承

認
さ
れ
、
未
収
金
が
増
え
て
い
る
状
況
で
は

『５
％
を
撤
廃
』
し
た
成
果
が
あ
っ
た
事
を
、
皆
さ

ん
実
感
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
」
「臨
時
大

会
で
『東
ハ
イ
か
ら
の
脱
退
と
全
自
交
労
連
へ
の

加
盟
を
全
会
一
致
で
可
決
』し
て
頂
き
、
政
策

闘
争
に
参
加
で
き
、
改
め
て
感
謝
致
し
ま
す
」

「全
自
交
労
連
に
加
盟
し
て
、
地
方
の
公
共
交
通

機
関
と
職
場
を
守
る
『
自
主
管
理
』の
困
難
な
闘

い
を
実
感
で
き
、
東
京
は
少
し
無
関
心
過
ぎ
る

と
、
実
感
し
て
い
ま
す
」「
東
京
の
組
織
の
責
任
は
、
東

京
を
特
定
地
域
に
指
定
さ
せ
需
給
調
整
＝
減
車
を

行
わ
せ
、
賃
金
を
引
き
下
げ
る
『
初
乗
り
距
離
短
縮

運
賃
』策
動
を
阻
止
す
る
先
陣
を
切
る
事
で
す
」「戦

争
が
で
き
る
国
や
労
働
法
制
の
改
悪
に
反
対
し
、
仕

事
に
誇
り
を
持
て
る
社
会
に
す
る
に
は
、
選
挙
で
自

民
党
に
『Ｎ
Ｏ
！
』を
突
き
つ
け
る
事
で
す
」と
述
べ
ま

し
た
。

続
い
て
、
伊
藤
実
・
全
自
交
労
連
中
央
執
行
委
員

長
が
来
賓
の
挨
拶
を
行
い
「ま
ず
、
全
自
交
労
連
に

加
盟
し
て
い
た
だ
い
た
事
を
大
歓
迎
し
ま
す
」と
述

べ
、
更
に
、
改
正
タ
ク
シ
ー
適
正
化
特
措
法
施
行
後

８
ヶ
月
の
全
国
の
情
勢
を
詳
細
に
述
べ
「
規
制
改
革
会

議
の
横
槍
を
は
ね
返
し
、
特
定
地
域
指
定
基
準
を
明

確
化
さ
せ
、
東
京
と
全
国
を
特
定
地
域
に
指
定
さ

せ
、
減
車
を
さ
せ
る
事
が
当
面
の
目
標
で
す
」
「ま

た
、
東
タ
ク
協
が
言
い
出
し
て
い
る
『初
乗
り
距
離
短

縮
運
賃
』は
、
現
在
で
も
賃
金
・
労
働
条
件
が
悪
化

し
、
労
働
力
不
足
で
産
業
が
疲
弊
し
て
い
る
状
況
を

悪
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
更
に
賃
金
を
引
き
下
げ

る
『
初
乗
り
距
離
短
縮
運
賃
』
は
絶
対
に
容
認
で
き

な
い
。
」「４
月
の
統
一
地
方
選
挙
で
は
、
戦
争
へ
の
道

を
進
み
、
労
働
法
を
改
悪
す
る
安
倍
自
民
党
政
権

に
対
し
て
、
地
方
か
ら
の
反
撃
を
行
お
う
」と
、
力
強

く
述
べ
ま
し
た
。

直
井
幸
男
・
全
自
交
東
京
地
連
書
記
長
が
挨
拶

に
立
ち
、
「全
自
交
東
京
地
連
へ
の
加
盟
を
決
断
さ

れ
た
事
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
」
「東
京
地
域
協

議
会
を
特
定
地
域
に
指
定
さ
せ
る
事
と
、
『
初
乗

り
距
離
短
縮
運
賃
』を
阻
止
す
る
よ
う
運
動
を
強

化
し
ま
す
。
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良
い
東
洋
の
力
を
得

て
、
東
京
地
連
の
運
動
を
強
化
し
て
参
り
ま
す
」

と
、
述
べ
ま
し
た
。

曽
我
央
・
日
交
労
赤
羽
支
部
長
が
「９
年
間
暖
か

く
迎
え
入
れ
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
東
洋

さ
ん
と
『
政
策
闘
争
』を
前
進
さ
せ
る
為
に
、
毎
月

行
動
し
よ
う
と
決
め
て
３
年
間
継
続
し
て
き
ま
し

た
。
東
京
地
連
の
指
導
の
下
で
共
に
運
動
を
進
め
る

よ
う
に
努
力
し
ま
し
ょ
う
」と
連
帯
の
挨
拶
を
述
べ

ま
し
た
。

全
自
交
岩
手
地
本
、
ラ
イ
オ
ン
交
通
労
組
の
祝

辞
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
そ
の
他
祝
辞
を
頂
い
た
１
５

組
織
の
名
前
が
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

第４１回 東洋交通労働組合定期大会

全
国
産
別
で
あ
る
「
全
自
交

労
連
」
を
通
じ
て
「
需
給
調
整

規
制
」
と
「
同
一
地
域
・
同
一

運
賃
」
の
実
現
を
目
指
し
、

「
新
し
い
規
制
」
を
実
現
へ
！

全自交労連

伊藤実中央執行委員長

全自交東京地連

直井幸男書記長

日交労赤羽支部

曽我央支部長

福
島
書
記
長
よ
り
「２
０
１
４
年
度
活
動
報
告
」

続
い
て
、
菊
池
財
政
部
長
よ
り
「
２
０
１
４
年
度
決

算
報
告
」が
あ
り
、
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

来賓挨拶

【左】議長の鈴木正徳氏

【右】書記の高田知義氏

２
０
１
５
年
度

東
洋
交
通
労
働
組
合

「
活
動
方
針
（
案
）
」

１
，
「タ
ク
シ
ー
の
新
た
な
規
制
」を
始
め
と
す
る

政
策
要
求
実
現
の
闘
い

東
洋
交
通
労
働
組
合
は
、
「
タ
ク
シ
ー
の
新
た
な

規
制
」
を
始
め
と
す
る
政
策
要
求
実
現
の
為
に
全
自

交
労
連
の
一
員
と
し
て
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

東
洋
交
通
労
働
組
合
は
、
「規
制
緩
和
に
反
対

し
、
新
し
い
規
制
に
向
け
た
」７
年
間
の
運
動
で
組
織

化
し
て
き
た
教
訓
と
成
果
を
、
全
国
産
別
で
あ
る
全

自
交
労
連
を
通
じ
て
全
国
化
し
、
「需
給
調
整
規

制
」と
「同
一
地
域
・同
一
運
賃
」の
実
現
を
目
指

し
、
「新
し
い
規
制
」を
実
現
す
る
為
の
世
論
作
り
の

運
動
に
全
力
を
尽
く
し
、
タ
ク
シ
ー
労
働
者
の
賃

金
・労
働
条
件
の
改
善
と
社
会
的
地
位
の
向
上
を

目
指
し
ま
す
。

２
，
東
洋
交
通
に
お
け
る
賃
金
・労
働
条
件
の

改
善
の
要
求
と
闘
い

２
０
１
５
春
闘
で
の
賃
金
要
求
に
つ
い
て
は
、
賃
金

が
３
０
年
前
の
水
準
に
落
ち
込
ん
で
い
る
現
状
を
見

据
え
て
、
現
行
賃
金
の
改
善
を
要
求
し
ま
す
。

（１
）２
０
１
５
年
賃
金
要
求

①
月
例
賃
金

ⅰ
能
率
給
の
「
足
切
り
」を
、
現
行
４
５
，
０
０
０
円

か
ら
４
２
，
０
０
０
円
に
減
額
す
る
事
。

ⅱ
残
業
時
に
能
率
給
の
腰
高
が
、
残
業
１
時
間

当
た
り
に
加
算
さ
れ
る
金
額
を
、
４
，
０
０
０
円

か
ら
減
額
変
更
す
る
事
。

②
賞
与
部
門

賞
与
の
「特
別
配
分
」
に
「７
，
０
０
０
キ
ロ
で

３
５
，
０
０
０
円
を
支
給
す
る
」ラ
ン
ク
を
設
け
る

事
。

（２
）
労
働
補
償
の
要
求

①
「
羽
田
定
額
」
「成
田
定
額
」
「
Ｔ
Ｄ
Ｒ
定
額
」は
、

メ
ー
タ
ー
料
金
で
賃
金
計
算
を
行
う
事
。

②
「
Ａ
空
転
」
の
補
償
は
、
迎
車
料
金
も
含
め
営
収

に
入
れ
る
方
式
に
変
更
す
る
事
。

福島書記長から

「２０１４年度活動報告」がありました


